




 

聴性脳幹反応(Auditory brainstem response,ABR と略す)は 1970 年 Jewett により初めて

報告され,最近は新生児領域でも応用され,注目されてきた。ABR は CNS に品質的変化が招

来されると異常を示すようになるが,原因診断とは無関係である。病変の場所によってⅠ～

Ⅶ波の異常部位が変るので部位診断には役立つ。 

 われわれは延べ 225 例の新生児について ABRを記録し,発育に伴う変化,疾患の種類に伴

う変化,病変の重度による変化などを研究し,とくに CNS 障害の予後の判定に応用した。 


